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同位体地図（Isoscape）

陀　安　一　郎 
（総合地球環境学研究所）

元素の安定同位体比は、元素の由来（どこから

きたか）や反応過程（どのように変化してきたか）

を含んだ情報です。例えば、水の水素・酸素同位

体比であれば、水がどのように蒸発するか、大気

をどのように移動し、どこで雲を作り、どこに雨

として降るか、また降った雨が地下水や河川とし

てどのように流れてくるかなどによって、ある場

所にある水の水素・酸素同位体比は影響を受けま

す。

そこで、例えば降水の水の水素・酸素同位体比

をたくさんの地点で測定して、地図の上に書いて

みると、ちょうど天気図のように「同位体比の分

布状況の地図」を書くことができます。これを同

位体（Isotope）から見た風景（landscape）とい

う 意 味 で、Isoscape と 呼 び ま す（West et al. 

2010）。定訳はありませんが、ここでは「同位体

地図」としておきましょう。同位体地図を利用す

ると、その場所の同位体比の状況が直感的にわか

ります。実際にあらゆる地点の同位体比を測定す

ることはできないので、同位体比が変化する理論

を用いたり、地点間を内挿したりして GIS（地理

情報システム）上で作成します。例えば、図 1 で

は、モデルにより推定された降水量で重み付けさ

れた年間平均降水の酸素同位体比（δ18O）の例を

示しますが、「軽元素同位体」の項目で説明した、

「緯度が高いほど酸素同位体比が低くなる」など

の水の水素・酸素同位体比の分布の特徴が直感的

に理解できます。

図 1 は降水の酸素同位体比の例ですが、同じ世

界地図に他の元素の同位体比を重ね合わせること

もできます。図 2 に示しますように、ひとつの同

位体地図では「同じ同位体比」を示す場所はたく

さんありますが、複数の同位体比に関する同位体

地図を重ね合わせることで、より確からしく場所

の特定ができる可能性があります。例えば、汚染

源の特定や食品の産地判別に関しては、出来るだ

け候補となる場所が限定される方が、その特定に

も役に立ちます。私たちはこのやり方を「多元素

同位体地図（Multi-Isoscapes）」と呼び、この研

究方法をさらに進めようとしています。

図 1．�モデルにより推定された降水量で重み付けされた年間平均降水の酸素同位体比（δ18O）の例（Terzer et al. 2013）。
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図 2．�多元素同位体地図（Multi-Isoscapes）の概念図　
1 つの元素の同位体地図を 1 枚とした場合、こ
の例では A〜 Dの 4枚の図を重ね合わせて矢印
の地点の特徴が表現されます。


